
技術の融合
2002年～ 共同研究開始

京都府大（PB-Iの研究）

東大・医科学研究所
（粘膜免疫の研究）

飲むワクチン：東大医科研，コメで開発
遺伝子を組み込み，注射要らずコスト安
毎日新聞 2007年6月13日 東京朝刊

成果がマスコミで大きく取り上げられた

東大医科学研究所・炎症免疫学分野との共同研究を実施しました

３．遺伝子組換えイネの作出 （米型経口ワクチンの開発に関する研究）



抗原タンパク
質を種子胚乳
のPB-Iに蓄積
する

④粉末化・カプセル封入

⑤米型経口ワクチンの実用化へ

③屋内栽培による大量生産

①人工遺伝子構築

②PB-I に抗原を高濃度に
蓄積した種子の作出

プロラミン
SP配列

抗原タンパク質
プロラミン
部分配列

米型経口ワクチンの臨床試験が東大医科研主導で始まりました

家畜用ワクチン
旅行者下痢症
ワクチン

精米

粉末化

製剤化

臨床試験

３－２．遺伝子組換えイネの作出 （米型経口ワクチンの開発に関する研究）


